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大 学 概 要 
 

 

事業所名   国立大学法人 九州大学 

 

所 在 地   〒812-8581  福岡市東区箱崎６丁目１０番１号 

TEL   092-642-2111（番号案内） 

URL   http://www.kyushu-u.ac.jp 

 

設  立   1911 年（明治 44 年）1 月 1 日  

 

大学の組織（平成 23 年 7 月現在） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

構 成 員     教職員・学生： 24,076 名  （平成 23 年 5 月現在） 

        ［内訳］ 教職員（常勤）5,109 名（ 教員：2,327 名、 職員：2,782 名 ） 

               大学院生     7,180 名（ 修士課程 ：3,904 名、専門職学位課程 ：424 名、 

                           博士課程 ：2,852 名  ） 

                学部学生    11,787 名（ 1～3 年次：8,097 名、 4 年次以上：3,690 名 ） 

 

環境報告対象の組織 

 箱崎文系地区（ 文系 ） 

 箱崎理系地区（ 理学系、農学系、附属図書館、情報基盤研究開発センター ）  

 病院地区（ 医学系、歯学系、薬学系、生体防御医学研究所、病院 ） 

 伊都地区（ 工学系、システム情報科学系、比較社会文化研究院等、言語文化研究院等 ） 

 大橋地区（ 芸術工学系 ） 

 筑紫地区（ 総合理工学系、応用力学研究所、先導物質化学研究所、健康科学センター ） 

 別府地区（ 九州大学病院別府病院 ） 

 

報告期間 

  「環境報告書 2011」に記載している内容は、主に 2010 年度（平成 22 年 4 月１日から平成

23 年 3 月 31 日まで）の取り組み、データを中心にまとめており、一部に、平成 22 年 3 月 31
日以前及び平成 23 年 4 月１日以降 7 月末までの取り組みや活動が含まれています。 

大学院（学府(18)、研究院(16)） 

附置研究所(4) 

学部(11) 

病院 

附属図書館 

情報基盤研究開発センター 

健康科学センター 

学内共同教育研究施設(48) 

機構(3) 

推進室等(14) 

事務局 

役員会 

総長 理事(8) 

監事(2) 副学長(14) 

総長特別補佐(9) 

( )内の数は人数 

高等研究院 

情報統括本部 

統合移転推進本部 

( )内の数は組織数 

国際研究所 

監査室 
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キャンパスマップ 
 

 
地  区  所  在  地  土 地 [㎡ ] 延 床 面 積 [㎡ ]

箱 崎 文 系 地 区  福 岡 市 東 区 箱 崎 6-19-1 
455,312 

38,866

箱 崎 理 系 地 区  福 岡 市 東 区 箱 崎 6-10-1 241,869

病 院 地 区  福 岡 市 東 区 馬 出 3-1-1 313,745    327,121

伊 都 地 区  福 岡 市 西 区 大 字 元 岡 744 2,543,666 234,353

大 橋 地 区  福 岡 市 南 区 塩 原 4-9-1 63,058      47,531

筑 紫 地 区  春 日 市 春 日 公 園 6-1 257,334    81,185

別 府 地 区  大 分 県 別 府 市 大 字 鶴 見 字 鶴 見 原 4546 100,217 17,501

     ＊ 土地及び延床面積は地区外にある宿舎等を含む。 平成 23 年 4 月 1 日現在 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地 区 所 在 地 土地[㎡] 

農学部附属農場 福岡県糟屋郡粕屋町 396,670

福岡演習林 福岡県糟屋郡篠栗町 4,812,956

宮崎演習林 宮崎県東臼杵郡椎葉村 29,161,473

北海道演習林 北海道足寄郡足寄町 37,150,037
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九州大学環境方針  

 

 
                                   
             

 

     九州大学は、地球未来を守ることが重要な課題であることを認識し、環境に配慮し

た実践活動を通じて、地球環境保全に寄与する人材を育成するとともに、地球に環境

負荷をかけない社会を実現するための研究を推進する。 

 
             
             
              
 
  

 

   九州大学は、以下に掲げる活動方針に従って、環境目的、目標、及び計画を定め、

環境活動の実施状況を点検・評価することにより、継続的環境改善を図ることとする。 

 

  （環境マネジメントシステムの構築） 

 １． 全学の他、各部局等においても環境マネジメントシステムを構築し、環境に配慮し

た活動に積極的に取り組み、環境に優しいキャンパスの実現を目指す。 

 

  （構成員） 

 ２． 学生及び教職員は、本学に関係する事業者や地域住民とともに、環境に配慮した活

動に取り組み、本学はこれを支援する。 

 

  （環境に関する教育・研究の充実） 

  ３． 地球環境に関する教育カリキュラム及び環境負荷低減のための研究を、総合大学と

しての特長を生かして充実させ、地球環境の保全に寄与する。 

 

  （法令遵守等） 

 ４． 本学におけるすべての環境活動において、法令を遵守し、環境汚染の防止や温室効

果ガスの削減等に努める。 

 

   （コミュニケーション） 

 ５． 環境に関する情報を学内外に伝えるため、環境報告書を作成、公表する。作成にあ

たっては法令に関する重要な情報を虚偽なく記載することにより信頼性を高める。 

 

 

    

    この環境方針は、すべての学生、教職員及び関係事業者に周知させるとともに、     
   ホームページ等を用いて広く開示する。 

 

                                 平成 ２３年 ４月 １日 

 



- 5 -

部局等 トップメッセージ

部局等ごとに作成した環境報告書に掲載されたトップメッセージの概要を示します。

伊都地区センターゾーン トップメッセージ

九 州 大 学 伊 都 地 区 セ ン タ ー ・ ゾ ー ン は 、 伊 都 キ ャ ン パ ス の 玄 関 に あ た

る 場 所 で 、 学 生 、 教 職 員 の み な ら ず 外 部 か ら の 訪 問 者 に と っ て も 「 環 境

に 配 慮 し た キ ャ ン パ ス 」 で あ る こ と が 実 感 で き る 場 所 で な く て は な り ま

せ ん 。 そ の た め に 伊 都 地 区 協 議 会 （ 今 年 度 前 期 は 数 理 学 研 究 院 、 後 期 は

工 学 研 究 院 が 世 話 部 局 を 担 当 ） の 下 に 、 教 職 員 ・ 学 生 の 代 表 で 構 成 さ れ

る 環 境 対 策 Ｗ Ｇ が 設 け ら れ て お り 、 毎 年 、 一 斉 清 掃 や 、 環 境 Ｎ Ｐ Ｏ 団 体

や 地 元 住 民 等 と 協 力 し て 、 キ ャ ン パ ス 内 の 植 樹 活 動 等 、 美 化 ・ 環 境 保 全

に積極的に取り組んでいます。

ま た 本 地 区 は 、 約 ５ 千 数 百 名 の １ ， ２ 年 次 学 生 の た め の 全 学 教 育 の 学

舎 （ ま な び や ） で も あ り 、 セ ン タ ー ・ ゾ ー ン 独 自 の 環 境 問 題 も 生 じ る こ

と が 考 え ら れ ま す が 、 本 学 の 環 境 方 針 の 基 本 理 念 に 則 り 、 学 内 の 環 境 保

全 等 を 積 極 的 に 推 進 し 、 国 連 が 提 唱 し て い る 「 持 続 可 能 な 開 発 の た め の

教育」（Education for Sustainable Development）にも寄与して

いきたいと思います。

理学研究院等 トップメッセージ 理学の教育研究は安全安心な環境につながる

今後自然エネルギー推進がますます加速されることは間違いないでしょ

う。さてこのような時代に私達大学人、特に理学の教育研究者はどのよう

に環境問題に対峙すれば良いのでしょうか。

理学研究院には、地球内部から宇宙まで直接環境に関連した教育研究を

進めている研究者や学生も数多くいますし、そうでなくても、殆どの構成

員が間接的に地球環境に関連した教育研究を進めているといっても過言で

はありません。すなわち個々の構成員や研究室が、理学の理念に沿って正

しい倫理感でもって教育研究を進めることが、環境の正しい理解と環境問

題の解決に繋がり、また環境に優しいということになるということです。

一方では、人間個人として平素の生活の中で環境のことを常に意識する

こと も 重要 です 。理 学研 究 院は、 平成 26 年度伊都キ ャンパスへの移転を

控えていることから、建物等の環境整備も思うように行きづらい状況にあ

ります。そのような状況の中でも、産業医や労働衛生コンサルタント、各

部門等の衛生管理者に指摘された安全・衛生上の問題点を日々改善してい

ます。研究室の実験および居住空間の整備整頓や喫煙場所の限定など、構

成員の協力と努力を得て、さらに安全・安心な理学研究院環境を目指しま

す。

第１章 環境配慮活動に向けて

部局等環境報告書２０１１

数理学研究院長

金子 昌信

理学研究院長

荒殿 誠
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部局等 トップメッセージ

工学部 トップメッセージ

工学 系部 局が 伊都 新キ ャ ンパ スに 移転 して今 年で7年目を迎えます。一

昨年の六本松キャンパスの全学教育関連グループの合流によって、学生・

教 職 員 合 わ せ て 12、 000人 と い う 九 州 大 学 最 大 の キ ャ ン パ ス と な り 、 ま

さに世界的教育研究拠点にふさわしい環境が整備されつつあります。

最近の具体的な環境整備について、建物関係では、最先端有機光エレク

トロニクス研究センター(OPERA)の研究棟が、工学部前のバス停の西側に

建 設中 であ り、 本年 9月の 完 成を 目途 に工 事が急ピ ッチで進んでいます。

ま た 、 イ ー ス ト ゾ ー ン の 県 道 沿 い に は 、 文 部 科 学 省 ｢世 界 ト ッ プ レ ベ ル 研

究拠点｣に採択されたカーボンニュートラル・エネルギー国際研究所(I2CN

ER)の 研究 棟が 来年 の完成に向けて工事が始まって います。いずれも、工

学研究院に所属する世界に誇る優秀な教授陣が中核となって活躍しており、

今後の益々の発展が期待されます。

一 方 、工 学系 部局 では 、 昨年度 より 全学 と共 同し て 、｢伊都 ECOプロジ

ェ ク ト ｣に 取 り 組 ん で い ま す 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 九 州 大 学 の 地 球 温 暖 化

対策実現に向けての一環として、各室におけるエネルギー使用の可視化を

行うなどして、光熱水消費量の削減を図ろうとするものです。特に、今年

は先の東日本大震災の影響から、九州においても強く節電努力を要求され

ており、九州大学としても一層の省エネ対策の推進に取り組んでいるとこ

ろです。

芸術工学部 トップメッセージ

３月１１日に東北地方沖の海上を震源地とする未曽有の大地震が発生し

ました。関東から東北の太平洋沿岸部では、地震・津波による被害で現在

も地域の生活環境が未だ十分復興していません。こうした災害時ほど、日

常の環境に対する取り組みがいかに重要であるかが問われます。

大震災以降、節電が日本全国で取り組まれています。節電は、電気の使

用量を減少させるだけでなく、私たちの電気の無駄遣いを、どのような工

夫で対応するかが試されているわけです。各種家電製品の保温機能も含め、

衣食住すべてから節電に取り組んでいく必要があります。換言すれば、芸

術工学の力で新たな節電への提案をし、実施していくことが求められてい

るのです。

芸術工学研究院では、大震災の教訓を活かし、教職員、学生が一体とな

り、部局内の環境問題に取り組んでいます。小さなことにも労を惜しまず、

精緻な配慮を施すことを心掛けています。

本報告書が、大橋キャンパスにおける環境活動の全容を示すとともに、地

域社会で行われている環境活動と連携する一助になれば幸いです。

第１章 環境配慮活動に向けて

芸術工学研究院長

石村 真一

工学部長

日野 伸一
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部局等 トップメッセージ

病院地区 トップメッセージ

近年の環境問題への取り組みは、地球未来を守るという地球規模での重

要な課題であり、九州大学病院地区におきましても、地球に環境負荷をか

けない社会を実現するための環境配慮活動に率先して取り組み、継続性の

ある環境マネジメントシステムを構築し、各教職員が互いに協力し合い、

意識をもって実際に行動しなければならないと考えております。

九州大学病院地区の一昨年新外来棟開院でリニューアルした新病院は、

省資源・省エネルギー対策として自家発電（コージェネレーションシステ

ム）が採用され、CO2の排出量の少ない環境負荷低減の実現、また、トイ

レ水の循環利用など環境にやさしい施設として展開しております。

医系建物においても、昨年の歯学臨床研究棟・医系管理棟改修に続き、

本年1月に竣功した基礎研究B棟改修で高効率型空調機の採用や換気量制御

等による空調負荷の低減等でCO2の排出量を抑制する環境対策が行われて

おります。

環境配慮活動の一環として進めている古紙分別回収は、今後も、各部署

へ注意を喚起し積極的な取り組みを行う所存であります。また、キャンパ

ス敷地内の日々の環境美化の対策として、昨年秋より外部委託による区域

毎の清掃を開始したところであります。

今後とも環境活動の実施状況を点検・評価し、継続的環境保全を図るこ

とが重要であり、そのためには、二酸化炭素の吸収源となる樹木の保全や

建物の再利用など、環境保全を最優先として環境負荷の低減に取り組んで

参ります。

筑紫地区 トップメッセージ 社会に開かれた大学としての環境配慮活動の推進に向けて

九 州 大 学 筑 紫 地 区 は 、 大 学 院 総 合 理 工 学 府 ・ 研 究 院 、 応 用 力 学 研 究 所 、

先 導 物 質 化 学 研 究 所 、 健 康 科 学 セ ン タ ー 、 中 央 分 析 セ ン タ ー 、 産 学 連 携 セ

ン タ ー 、 電 離 気 体 実 験 施 設 、 炭 素 資 源 国 際 教 育 研 究 セ ン タ ー 及 び 伊 藤 極 限

プ ラ ズ マ 研 究 連 携 セ ン タ ー の 部 局 で 構 成 さ れ た キ ャ ン パ ス で 約 １ ， ０ ０ ０

人の教職員・大学院生からなる事業場です。

筑 紫 地 区 は 、 福 岡 市 の 南 部 に 隣 接 し 、 福 岡 市 の 中 心 部 か ら 交 通 至 便 の 地

域 に あ り ま す 。 こ の 筑 紫 地 区 周 辺 は 、 戦 後 ３ ０ 年 間 米 軍 用 地 と し て 接 収 さ

れ て い た 用 地 で し た が 、 接 収 解 除 に 伴 い 、 昭 和 ５ １ 年 ６ 月 国 有 財 産 北 九 州

地 方 審 議 会 に お い て 住 居 地 を 含 む 文 教 及 び 健 康 ・ 憩 い の 場 と し て 総 合 的 な

再 開 発 を す す め る 転 用 計 画 の 策 定 に よ り 、 昭 和 ５ ２ 年 ６ 月 本 学 用 地 と し て

約１９０，０００㎡の転用が決定されました。さらに昭和５７年６月には、

保 留 さ れ て い た 隣 接 地 の 一 部 が 本 学 に 転 用 さ れ る こ と と な り 、 合 せ て 約 ２

９６，０００㎡の現キャンパスとなったものです。

筑 紫 地 区 は 、 こ の 転 用 計 画 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 周 辺 地 域 環 境 と の 調 和 を 保

ち な が ら 高 度 の 教 育 ・ 研 究 を 行 い 、 か つ 地 域 住 民 に も 貢 献 す る 開 か れ た 大

学としての新キャンパスとしてスタートしました。

筑 紫 地 区 は 、 九 州 大 学 の 一 つ の キ ャ ン パ ス と し て 、 本 学 の 環 境 方 針 の 基

本 理 念 に 則 り 、 環 境 問 題 に 関 す る 教 育 ・ 研 究 を 推 し 進 め る と と も に 、 広 く

国 内 外 か ら 理 工 系 学 生 を 受 け 入 れ 、 物 質 ・ エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 の 融 合 分 野 に

おける環境共生型科学技術に関する総合的大学院教育を実践しています。

薬学研究院長

井上 和秀

筑紫地区協議会議長

総合理工学研究院長

本庄 春雄
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部局等 トップメッセージ

情報基盤研究開発センター トップメッセージ

地球温暖化防止への配慮はもちろん、限られた資源の有効活用の観点か

らも省電力や熱対策など、環境に配慮した IT化の取り組みは、社会にとっ

て必要不可欠となっています。

いまや全世界の総電力需要に占める IT機器の消費電力は５％を超えてお

り、この数字は今後さらに増加していくものと予想されます。今後我々は

グリーンＩＴ、エコ社会の実現へ向けた取り組みを更に徹底し、同時に消

費資源の最小化を図り経営効率を改善することが求められています。大容

量の電力資源を必要とする高性能計算機を、超低消費電力型に置きかえる

など運営面での努力が必要です。

さらに情報基盤研究開発センターでは、一般の部局としてのエコロジー

活動に加えて、九州大学全体の情報基盤を預かる責任部局としてIT 機器の

調 達 な ら び に 運 用 に お い て 常 に 低 消 費 電 力 化 を 意 識 し 、「 地 球 に 優 し い 情

報環境」の構築に取り組んでいきます。

附属図書館 トップメッセージ

近 年 、 地 球 温 暖 化 を 初 め と す る 地 球 環 境 の 問 題 は 深 刻 の 度 を 増 し て お

り 、 社 会 全 体 と し て 様 々 な 観 点 か ら の 環 境 へ の 配 慮 ・ 対 応 が 強 く 求 め ら

れ て い ま す 。 そ れ は 大 学 の よ う な 教 育 研 究 機 関 に お い て も 、 例 外 で は あ

りません。

附 属 図 書 館 は 、 学 生 ・ 教 職 員 の 学 習 ・ 教 育 ・ 研 究 を 支 援 す る 組 織 で あ

り 、 利 用 者 サ ー ビ ス の 向 上 を 目 指 し 日 々 活 動 し て い ま す 。 開 館 時 間 の 延

長やその年の天候等により光熱水量の消費が増加することもありますが、

利 用 者 の み な さ ま の ご 協 力 と ご 理 解 を 得 な が ら 省 資 源 対 策 に 取 り 組 ん で

い ま す 。 特 に 本 年 は 、 東 日 本 大 震 災 の 影 響 に よ る 電 力 不 足 が 懸 念 さ れ 、

ま た エ ネ ル ギ ー 政 策 そ の も の が 根 本 か ら 見 直 し を 迫 ら れ て い る 現 状 を 踏

ま え 、 部 分 閉 室 や 書 庫 照 明 の 消 灯 ・ 間 引 き 点 灯 な ど 、 利 用 実 態 を 考 慮 し

たきめ細やかな節電対策を計画的に実施しているところです。

九州大学では、伊都キャンパスへの統合移転第3ステージを間近に控え

ており、附属図書館でも平成29年度開館予定の新中央図書館（仮称）の

計 画 の 検 討 を 開 始 い た し ま し た 。 昨 今 の こ う い う 状 況 を 踏 ま え 、 持 続 可

能 な フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト を 意 識 し た 建 築 計 画 と す べ く 、 検 討 を 進

めております。

今回の「環境報告書2011」を基に、今後も大学が推し進める環境対策

と 歩 調 を 合 わ せ な が ら 、 持 続 可 能 な 省 資 源 運 営 と 環 境 問 題 に 積 極 的 に 取

り組んでまいります。

附属図書館長

川本 芳昭

情報基盤研究開発

センター長

青柳 睦



- 9 -

第１章 環境配慮活動に向けて

部局等 トップメッセージ

別府病院 トップメッセージ

こ の た び 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 よ り 九 州 大 学 病 院 別 府 先 進 医 療 セ ン タ ー

か ら 九 州 大 学 病 院 別 府 病 院 へ と 病 院 の 名 称 を 変 更 い た し ま し た 。 診 療 内

容は従来の内科・外科・放射線科に加えて、新たに整形外科（脊椎外科）

を 開 設 い た し ま し た 。 患 者 さ ま に は 恵 ま れ た 環 境 を 活 か し な が ら 優 し く

“あたたかい医療”をめざして職員一同頑張りたいと思います。

当 院 は 九 州 大 学 温 泉 治 療 学 研 究 所 の 診 療 部 門 と し て 昭 和 ６ 年 に 発 足 し

て か ら 平 成 ２ ３ 年 で ８ ０ 周 年 を 迎 え ま し た 。 そ の 間 、 温 泉 治 療 学 研 究 所

附 属 病 院 、 生 体 防 御 医 学 研 究 所 附 属 病 院 、 九 州 大 学 病 院 別 府 先 進 医 療 セ

ン タ ー と し て 皆 様 に は 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。 今 後 は 病 院 の 整 備 と 医

療 技 術 の 向 上 に 努 め 、 従 来 か ら の 先 端 的 医 療 に 加 え て よ り 地 域 医 療 に 密

着した医療を提供したいと思います。

さ て 、 地 球 的 規 模 で 深 刻 な 問 題 と な っ て お り ま す 地 球 温 暖 化 解 決 の た

め 、 温 室 効 果 ガ ス 削 減 を 目 指 し て い ま す 。 今 や 全 世 界 で の 環 境 保 全 は 、

人 類 全 体 で 取 り 組 む 喫 緊 の 課 題 で あ り 、 本 院 も 率 先 し て 取 り 組 む 使 命 を

おびていると考えています。

そ の た め 、 省 エ ネ ル ギ ー の 推 進 、 省 資 源 化 の 推 進 、 医 療 廃 棄 物 及 び 一

般 廃 棄 物 の 適 正 管 理 及 び ゴ ミ の 分 別 ・ 減 量 化 等 々 に 努 め る と と も に 、 全

職 員 挙 げ て 環 境 に 対 す る 問 題 意 識 を 持 ち 、 研 究 ・ 診 療 等 の 諸 活 動 の 中 で

も 環 境 問 題 に 配 慮 し た 活 動 を 心 が け 、 地 域 、 ひ い て は 地 球 に 貢 献 し て ま

いります。

以上の伊都地区センターゾーン、理学研究院等、工学部、芸術工学部、病院地区、筑紫地区、

情報基盤研究開発センター、附属図書館、別府病院の環境報告書の他、下記の農学研究院、箱崎

文系地区の合計 11 の環境報告書が部局等で作成されました。これらの報告書は、本誌「九州大

学環境報告書 2011」と共に、九州大学ホームページ（”総合情報”、”九州大学概要等”、”環境

報告書”）に公開しています。

農学研究院 箱崎文系地区

九州大学病院

別府病院長

牧野 直樹
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環境マネジメント体制  

 

  環境マネジメント体制として、「環境保全管理委員会」の下に、環境広報部会、環境教育部会、資源

エネルギー部会及び環境安全部会の４つの部会を設け、全学の環境活動を推進すると共に、各部局等毎

に環境マネジメントシステムを構築し、部局等単位での環境活動を計画・実行、部局等環境報告書を作

成しています。 

 また、平成 21 年 6 月より、環境安全衛生推進室の内部組織として、新たにエネルギー資源管理部門

を設け、エネルギー管理に関する中長期計画の策定と検証、現場管理に係わる企画立案、及び、設備運

用、施設利用の改善、省エネ機器や新エネルギーの導入等の省エネ対策を推進しています。 

 

環境活動の取り組み体制  

 
全学環境部会

総長・役員会

部局長会議

環境保全管理委員会 環境幹事会 資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ部会

環境安全部会

環境教育研究部会

環境広報部会

部局等環境報告書部局等の長

部局等の環境委員会 部局等環境部会

 
 

環境部会と環境報告書作成の分担  

  

  「九州大学環境報告書」は部局等毎に作成された「部局等環境報告書」を基に、下表に示す事務局の 15
の課・室が分担、協力して作成しています。           

部会 部 課・室 担　当 部会 部 課・室 担　当

　環境整備課  CO2削減対策、PCB

　施設管理課  電気、水の使用量

  社会連携課  公開講座、社会連携

　資産活用課   Web リサイクル

  学生生活課

学術研究
推進部

  産学連携課  関連企業の環境活動
環境安全衛生

推進室
 高圧ガス管理

国際部   留学生課  留学生の環境活動 施設部 環境安全センター  化学物質管理、廃棄物

 新ｷｬﾝﾊﾟｽの環境活動
 環境監視調査

総括 施設部 　施設企画課
 環境部会事務連絡
 評価・コメント

  学務企画課
環
境
教
育
・
研
究

学務部

 環境教育
 環境関連の研究
 生協の環境活動
 学生の環境活動

新キャンパス計画推進室

環
境
安
全

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

　職場環境室
 安全教育、セミナー、
リスク、作業環境測定

総務部

施設部

　調達課
 グリーン調達
 可燃ごみ、古紙回収量
 生活ごみ

環
境
広
報

総務部
  総務課

 表 紙、大学概要
 総長＆部局 ﾄｯﾌﾟﾒｯｾｰｼﾞ
 新聞報道、 環境月間
 広報誌掲載の環境活動
 HP公表

財務部
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環境活動計画、評価及び目標  

 
 

 

事 

項 

具体的な取組 平成 22 年度の評価 平成 23 年度目標 

組
織
・
体
制 

 各 部 局 等 に お い て 、 環 境

マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 構

築 し 、 環 境 活 動 報 告 書 を 作

成 す る 。  

 部 局 等 で 作 成 し て い る 環

境 報 告 書 は 、 毎 年 、 充 実 し

て き て い る が 、 取 り 組 み 体

制 に 不 十 分 な 部 局 も 面 も 見

ら れ た 。  

 教 員 を 加 え た 環 境 マ ネ ジ

メ ン ト シ ス テ ム の 体 制 を 整

え 、 よ り 多 く の 構 成 員 が 環

境 活 動 へ 参 画 す る よ う 努 め

る 。  

温
暖
化
対
策 

 エ ネ ル ギ ー 管 理 シ ス テ ム

に よ る 光 熱 水 量 等 の 公 表 、

省 エ ネ ポ ス タ ー 配 布 及 び 省

エ ネ パ ト ロ ー ル に よ り 省 エ

ネ を 呼 び か け る 。 ま た 、 既

設 の 空 調 機 、 照 明 器 具 を 省

エ ネ 型 に 更 新 す る 。  

 全 学 の 二 酸 化 炭 素 排 出 量

の 原 単 位 は 、 前 年 度 比 で

2.9％ の 削 減 と な っ た 。  

 全 学 及 び 各 部 局 等 で 削 減

に 向 け た 活 動 計 画 を 立 て 、

二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 原 単 位

を 、 前 年 度 比 で 1％ 削 減 す

る 。  

資
源
・
循
環 

 遊 休 物 品 及 び 貸 付 物 品 等

の 情 報 を 提 供 す る た め に

「 九 大 WEB リ サ イ ク ル シ ス

テ ム 」 の 運 用 の 拡 大 、 物 品

の 効 率 的 活 用 を 図 る 。  

 パ ソ コ ン 等 電 子 機 器 及 び

関 連 消 耗 品 、 事 務 用 備 品 等

の 取 引 に お い て 一 定 の 経 費

削 減 効 果 と と も に 、 前 年 度

と 比 べ 、 1.55 倍 の 成 立 件 数

増 加 と な っ た 。  

「 九 大 WEB リ サ イ ク ル シ ス

テ ム 」 の 周 知 活 動 を 充 実 さ

せ 、 よ り 一 層 の 利 用 拡 大 を

図 る 。  

 メ モ 用 紙 、ハ ガ キ 等 の「 紙

切 れ 」 を 古 紙 と し て 分 別 回

収 し 、 可 燃 ご み に 対 す る 古

紙 の 割 合 を 高 め る こ と に よ

り 資 源 化 率 を 上 げ る 。  
 電 子 マ ニ フ ェ ス ト の 利 用

拡 大 を 図 る  

 ５ つ の 部 局 等 で「 紙 切 れ 」

に 関 す る 環 境 点 検 が 実 施 さ

れ た が 、 古 紙 の 回 収 量 は 前

年 度 比 で 3.2 ％ の 減 少 と な

っ た 。  

 古 紙 回 収 量 を 、 23 年 度 は

増 加 に 転 じ る こ と を 目 標 と

す る 。  
 電 子 マ ニ フ ェ ス ト の 利 用

を 、 全 学 的 に 依 頼 し 、 利 用

率 70％ 以 上 を 目 指 す 。  

グ
リ
ー
ン
購
入

 環 境 配 慮 型 製 品 を 優 先 的

に 購 入 す る「 グ リ ー ン 購 入 」

を 進 め る 。  

 す べ て の 品 目 に つ い て ，

九 州 大 学 グ リ ー ン 購 入 調 達

方 針 に 揚 げ た 目 標 を 達 成 し

た 。  

 九 州 大 学 グ リ ー ン 購 入 調

達 方 針 に 基 づ く 調 達 を 行

う 。   

化
学
物
質 

 化 学 物 質 管 理 シ ス テ ム の

運 用 体 制 及 び 薬 品 管 理 者 に

よ る 管 理 体 制 を 整 備 す る 。  
 排 出 水 の 水 質 が 基 準 値 を

超 え な い よ う に 指 導 す る 。  

 化 学 物 質 管 理 シ ス テ ム を

利 用 し て い な い 研 究 室 は 、

一 部 を 残 す の み と な っ た 。  
 排 出 水 の 基 準 値 超 過 が 、

一 ヶ 所 の 排 水 口 で 検 出 さ

れ 、 原 因 の 究 明 と 改 善 を 行

っ た 。  

 化 学 物 質 管 理 シ ス テ ム の

利 用 や リ ス ク 調 査 を 行 っ て

い な い 研 究 室 を 無 く す る こ

と を 目 標 と す る 。  
 排 出 水 の 水 質 管 理 を 徹 底

し 、 基 準 値 を 超 過 し な い よ

う に 努 め る 。  
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